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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

文
理
横
断
型
の
画
期
的
な
新
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、Ａ
Ｉ
を
通
じ
た
課
題

解
決
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
、

企
業
や
公
共
機
関
な
ど
実
際
の
社
会
環
境
の

中
で
、
Ａ
Ｉ
を
通
じ
て
課
題
を
解
決
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
、
文
理
横
断
型
の

新
し
い
科
目
群
だ
。

「
Ａ
Ｉ
と
は
何
か
、と
い
う
基
礎
に
始
ま
り
、

今
後
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
、
社
会
背
景

と
Ａ
Ｉ
の
活
用
法
を
、
技
術
と
合
わ
せ
学
び

ま
す
」

巳
波
先
生
は
、
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
「
Ａ
Ｉ
の
基
礎
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
つ

く
ら
れ
た
本
科
目
群
。
今
後
カ
ギ
と
な
る
の

は
文
系
理
系
関
係
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き

る
人
材
だ
。

「
例
え
ば
ホ
テ
ル
業
界
、金
融
機
関
の
よ
う

な
一
見
Ａ
Ｉ
か
ら
遠
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
も
、
Ａ
Ｉ
を
ど
う
使
う
か
、
環
境
に
応
じ

て
発
想
で
き
る
人
材
が
必
要
で
す
。
研
究
開

発
と
現
場
の
声
を
つ
な
ぎ
、
課
題
を
解
決
し

て
シ
ス
テ
ム
化
で
き
る
存
在
が
求
め
ら
れ
ま

す
」「

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
内

容
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
課
題
を
解
決
す
る「
Ａ
Ｉ
ユ
ー
ザ
」、

そ
の
Ａ
Ｉ
ユ
ー
ザ
に
必
要
な
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
「
Ａ

Ｉ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」、こ
れ
ら
「
Ａ
Ｉ
活
用

人
材
」
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
に
焦
点
を
絞

っ
て
い
る
。
実
際
に
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
し
て
課
題

を
見
つ
け
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
書
を

ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
ま
で
を
チ
ー
ム
で

取
り
組
む
発
展
演
習
も
あ
る
。
全
10
科
目
を

学
べ
ば
卒
業
後
は
各
企
業
で
即
戦
力
と
な
る
。

受
講
生
は
文
系・理
系
を
問
わ
ず

基
本
か
ら
専
門
知
識
ま
で
を
網
羅

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
系
・
理
系
の
学
生

を
対
象
に
し
た
Ａ
Ｉ
の
入
門
編
な
の
で
、
初

心
者
も
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
Ａ
Ｉ

活
用
に
入
る
以
前
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
取

り
扱
い
も
勉
強
す
る
。
こ
の
日
は
「
Ａ
Ｉ
活

用
入
門
」
第
６
回
目
の
講
義
。
基
礎
の
一
環

と
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
。

巳
波
先
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
た

め
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
、
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、
資
料
を
用
い
な
が
ら
解
説

す
る
。

デ
ー
タ
解
析
の
基
礎
的
な
説
明
の
あ
と
、

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｍ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
」
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
を
使
い
、例
え
ば
旅
行
市
場
に

対
し
て
商
品
を
企
画
す
る
と
き
、
個
人
旅
行

な
の
か
、
海
外
旅
行
な
の
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
明
確
に
し
、
市
場
を
漏
れ
や
ダ
ブ
り
な
く

分
類
し
〝
法
人
向
け
国
内
旅
行
〞
を
企
画
す

る
。
Ａ
Ｉ
活
用
の
た
め
に
は
、
ま
ず
現
実
の

課
題
を
的
確
に
把
握
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
の
ス
キ
ル
も
し
っ
か
り
鍛
え
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
も
身
に
つ
け
て
、
後

半
で
は
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
の
開
発
も
行
う
。

「
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
未
経
験
で
も
興
味
が
あ

れ
ば
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
ど
ん
ど
ん

受
講
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
巳
波
先
生
は

語
る
。

全
学
部
が
対
象
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成
！
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Ａ
Ｉ
活
用
入
門
この講義で
学ぶこと

文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
活
用
し
て
、
現
実

の
諸
問
題
を
解
決
で
き
る
能
力
を
有
す
る
人
材
」
で
あ
る
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
」
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
こ
と

松下 蘭さん
総合政策学部 国際政策学科４年
岡山県立 岡山朝日高校卒

足立 幸紀くん
理工学部 情報科学科２年／兵庫県 神戸市立葺合高校卒

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
べ
ば
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
っ
て

も
環
境
や
役
割
に
応
じ
て
A
I
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
A
I
に
限
ら
ず
新
技
術
を
ど
う
生
か
す
か

AI活用入門の講義やゼミで、日本IBMや国際通貨
基金、アジア開発銀行など著名な機関で活躍する
先生に学ぶことで、将来は政府系金融機関で働き
たいと考えるようになりました。

AIの技術をどう生活の中に生かすか、技術だけで
なく、発想力を学ぶことができる講座です。将来、
企業に入ったとき、即戦力として役に立つプログ
ラムが魅力ですね。

経験豊富な先生たちに学び、視野は世界へ 「AI活用人材育成プログラム」の魅力

※講義は2019年に取材したものです。

と
い
う
視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
る
た
め
、
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
、
常
に

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と
な
れ
る
は
ず
で
す
。

A
I
の
技
術
や
知
識
を
活
用
し
て
、
社
会
で
役
立
つ
仕
組
み

を
考
え
ら
れ
る
人
材
を
目
指
し
、
A
I
の
基
礎
知
識
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
知
識
や
活
用
法
、
社
会
背
景
に
関
す

る
理
解
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
学
ぶ
。
理
系
文
系
問
わ
ず
、

初
心
者
で
も
理
解
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
徴
。

日替わり定
食の「サン
キューセッ
ト（390円）」
は僕の好き
なフライ系メニューが多く、
小鉢とサラダ、みそ汁がつい
てガッツリいけます。
足立 幸紀くん

私の学食
オススメ
メニュー
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URL https://www.kwansei.ac.jp/
〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町１-155
TEL　0798-54-6135（入試課）
（平日 8:50～16:50　土曜日 8:50～12:20）
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5.23（木）
at 神戸三田キャンパス
15:10~16:40

大阪から約１時間。KSC（神戸
三田キャンパス）は郊外にある。
アカデミックコモンズには学生
がつどい、自由に過ごせる空間
は、共に学ぶ場として、有意義
で魅力的な環境。新たにキャン
プの要素を取り入れた学びの場
「Camping Campus」も誕生、ま
た一つ魅力が増えた。

関西学院大学は
こんな大学

記者の目

神学部 文学部 社会学部 法学部

経済学部 商学部 人間福祉学部 国際学部

教育学部 総合政策学部 理学部※ 工学部※

生命環境学部※ 建築学部※
※2021年4月開設

M
astery for Service

（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）

第
4
代
院
長
・
初
代
学
長
の
Ｃ
．Ｊ
．Ｌ
．ベ
ー
ツ
が

1
9
1
2
年
に
高
等
学
部
長
の
時
に
提
唱
し
た
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は
多
く
の
共
感
を
得
て
、
学
院

全
体
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
な
り
ま
し
た
。

紛
争
や
飢
餓
、困
難
、環
境
破
壊
な
ど
現
代
社
会
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
立
ち
向
か
い
、そ
の
解

決
の
た
め
に
必
要
な
力
を
養
う
。そ
れ
こ
そ
が
ス
ク

ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
〝M

astery for Service

〞

の
意
味
す
る
と
こ
ろ

で
す
。関
西
学
院
大
学

で
は
、〝M

astery for 
Service

〞
を
体
現
す

る
、創
造
的
か
つ
有
能

な
「
世
界
市
民
」
を
育

成
し
ま
す
。

３
キ
ャ
ン
パ
ス
14
学
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト

2
0
2
1
年
4
月
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ（
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
）は
関
西
最
大
規
模
の
理
工
系
学
部
を
含
む
文

理
横
断
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
誕

生
す
る
理
学
部
＊
・
工
学
部
＊
・
生
命
環
境
学
部
＊
・

建
築
学
部
＊
に
加
え
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
総
合
政

策
学
部
を
擁
す
る
Ｋ
Ｓ
Ｃ（
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
）で
は
、
学
生
、
教
職
員
が
国
境
や
文
系
・
理
系
、

学
問
分
野
、
大
学
と
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
枠
を

越
え
た
教
育
に
取
り
組
み
「
境
界
を
越
え
る
革
新

者（Borderless Innovator

）」
の

育
成
を
図
り
ま
す
。
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
の
3
キ
ャ
ン
パ
ス
14
学
部
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

＊
2
0
2
1
年
4
月
開
設

スクールモットー未来へ
Mastery for ServiceFuture

関西学院全景：左から
神学館、ブランチ・メ
モリアルチャペル、本
館 1917年頃
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